
施策名

施策に対する
基本的考え方

基本事業名

長期総合計画に
おける方向性

令和６年度 令和５年度

害鳥獣、そ族
昆虫駆除対策
事業

カラス、ハト、ハクビシン等の
動物、その他不明動物等の対
応・相談受付 ・ユスリカ発生抑
制のための市内河川等への薬剤
散布・そ族昆虫に係る相談、苦
情の受付・ねずみ駆除剤、捕獲
シートの配布

417 376 41 110.9

ユスリカ発生抑制のため市内河
川等へ薬剤を散布した。害鳥
獣、そ族昆虫について、市民か
らの苦情の受付や相談の対応を
行った。

環境政策課

公害等監視事
業

・河川水質調査３回（自主）・
河川底質汚泥調査１回（自
主）・地下水水質調査１回（自
主）・道路環境調査１回（自
主）・自動車騒音常時監視１回
（義務）・環境大気中ダイオキ
シン類調査２回（自主）・アス
ベスト対策事業

3,952 3,414 538 115.8

市民の生活環境を守るため、継
続的に調査を行い、経年変化等
を確認を行う。また、アスベス
ト対策に関しては、解体現場に
現地調査を行い指導を行った。

環境政策課

環境美化推進
事業

・環境美化推進委員連絡会開催
・環境美化マナーアップキャン
ペーン開催

165 151 14 109.3

令和6年5月及び10月に環境美
化マナーアップキャンペーンを
行った。路上喫煙禁止区域に表
示する路面シートを購入し、劣
化の著しい部分の貼替を行っ
た。

環境政策課

環境基本計
画・緑の基本
計画推進事業

・環境基本計画の推進に関する
こと
・緑の基本計画の推進に関する
こと

860 869 ▲ 9 99.0

環境基本計画、緑の基本計画に
基づく各種施策について、市
民・事業者と協力して取り組
み、来場型での環境フェスティ
バルを実施した。年次報告書と
なる「かんきょう東久留米」を
作成し進捗評価を行った。

環境政策課

令和６年度の取組み 所管課

令和７年度施策報告書（令和６年度振り返り）

地球環境にやさしいくらしづくり

市民や事業者が環境への理解を深め、自発的な活動が促進されるよう環境学習を推進するとともに、市民
や事業者と協力して地球温暖化対策や、環境への負荷低減に向けた取り組みを進め、地球環境にやさしい
くらしづくりを進める。

総合的環境施策の推進

・市民の生活環境の保全のため、定期的な環境調査を実施し、関係機関との連携・協力のもと、快適な生活環境の維持
に努める。
・温室効果ガス削減を推進するとともに、市民や事業者の温室効果ガスの削減の理解促進に向けて、普及・啓発に努め
る。
・市民のマナー向上や地域での相互理解に向けた啓発を図り、良好な生活環境の確保を努める。
・環境美化に向けて、環境美化推進委員を中心にポイ捨て等の防止の普及啓発に取り組む。
・環境保全に向けた市民や事業者の活動を支援するとともに、教育委員会と情報交換を行いながら、学校における環境
教育・学習を推進する。

事務事業名 事業概要
事業費（千円） 増減額

（千円）
前年度比
（％）



環境審議会運
営事業

市の環境の保全等に関する施策
を推進する上で必要な事項とし
て、環境基本計画に関すること
や環境の保全等の施策に関する
こと、緑の基本計画に関するこ
と等を調査審議する。

224 101 123 221.8

第二次環境基本計画及び第三次
緑の基本計画生物多様性戦略の
進捗状況をまとめた年次報告書
（かんきょう東久留米）につい
ての審議及び、次期環境基本計
画の策定に向けての審議を行っ
た。

環境政策課

地球温暖化の
防止対策推進
事業

・東久留米市地球温暖化対策実
行計画に沿った温室効果ガスの
削減を行う。 
・改正省エネ法施行に伴うエネ
ルギー使用調査等

0 0 0 -

第四次地球温暖化対策実行計画
（事務事業編）基づき、公共施
設のエネルギー使用量状況調
査、温室効果ガス排出量の調査
を行った。

環境政策課

基本事業名

長期総合計画に
おける方向性

令和６年度 令和５年度

ごみ対策課庁
舎維持管理事
業

ごみ対策課庁舎の維持管理、設
備の保守を行う。

4,843 4,286 557 113.0

庁舎維持のため、光熱水費の支
出、清掃・保守点検・警備委
託、補修等を行った。庁舎の照
明器具はＬＥＤ化されており、
光熱水費の縮減が図られてい
る。また、令和元年度より余剰
敷地を時間貸駐車場として貸付
し利活用を図っている。

ごみ対策課

柳泉園組合事
業

東久留米市、清瀬市及び西東京
市の３市によるごみの中間処理
を共同実施するための一部事務
組合である柳泉園組合に対し
て、ごみの搬入量等に応じた負
担金を支出する。

337,470 312,292 25,178 108.1

柳泉園組合に対して、ごみの搬
入割合に応じた負担金を支出し
た。
また、柳泉園組合構成市間で情
報交換を行うと共に、柳泉園組
合と構成市で締結した「柳泉園
クリーンポートにおけるごみ発
電の電力地産地消事業の試行実
施に関する協定」に基づき、令
和5年10月より柳泉園組合で発
電された電力を東久留米市に供
給する電力地産地消事業を開始
した。

ごみ対策課

東京たま広域
資源循環組合
事業

多摩25市1町で構成するごみの
最終処分（リサイクル）を共同
処理するための一部事務組合で
ある東京たま広域資源循環組合
に対して、焼却灰等の搬入量等
に応じた負担金を支出する。

289,059 295,588 ▲ 6,529 97.8
東京たま広域資源循環組合に対
して、焼却灰の搬入量に応じた
負担金を支出した。

ごみ対策課

所管課

循環型社会形成の推進

・「東久留米市一般廃棄物処理基本計画」に基づき、市民生活・社会環境の変化を踏まえ、ごみ減量化・資源化への意
識醸成に努め、より一層の3R（リデュース・リユース・リサイクル）を推進する。
・市民･事業者･行政がそれぞれの役割と責任を十分に認識し､協力･連携のもと、ごみ減量化・資源化の取り組みを進め
る。
・家庭ごみ有料化制度については、毎年度の点検・検証を実施し、広報やホームページ等を用いて市民に情報提供を行
うことにより、本制度の定着がごみ減量・資源化推進につながるよう、市民一人ひとりの理解促進に努める。

令和６年度の取組み事務事業名 事業概要
事業費（千円） 増減額

（千円）
前年度比
（％）



家庭廃棄物・
資源物等収集
事業

家庭ごみと資源物の収集・回収
を行い、中間処理施設へ搬入す
る。

760,648 726,842 33,806 104.7

民間事業者への委託により可
燃・不燃・有害・容器包装プラ
スチック・ペットボトル・び
ん・缶の行政収集を行った。東
西２地区の地域別に週5日の収
集を実施。
家庭廃棄物・資源物等収集実
績：廃棄物収集量15,117t、資
源物回収量2,983t

ごみ対策課

粗大ごみ収集
事業

粗大ごみの収集を行い、解体後
の金属類などは再資源化する。

14,564 16,406 ▲ 1,842 88.8

地域別に週1日の収集日数を維
持し、安定的に収集業務を実施
した。収集した粗大ごみのう
ち、希少金属等の資源物を含む
品物については解体、選別処理
を行い再資源化した。
粗大ごみ収集実績：収集量84t

ごみ対策課

ペットボトル
リサイクル事
業

回収したペットボトルを中間処
理施設で選別圧縮梱包を行い、
再商品化処理事業者へ引き渡
し、再資源化する。

13,060 12,435 625 105.0

回収したペットボトルから不適
物を取り除いた上でリサイクル
処理し、新たなペットボトルと
して再生する、ペットボトルの
水平リサイクル「ボトルtoボト
ル」に取り組んでいる。
ペットボトルリサイクル実績：
再資源化量308t、ペットボト
ル売払いの歳入27,221千円

ごみ対策課

容器包装プラ
スチックリサ
イクル事業

回収した容器包装プラスチック
を中間処理施設で選別圧縮梱包
を行い、再商品化処理事業者へ
引き渡し、再資源化する。

67,376 64,003 3,373 105.3

回収した容器包装プラスチック
を選別し不適物を取り除いた上
で、再資源化を行った。
容器包装プラスチック再資源化
実績：再資源化量1,566t

ごみ対策課

紙類リサイク
ル事業

古紙・布類の回収を行い、再資
源化する。

100,827 97,391 3,436 103.5

紙類は地域別に週1日の回収日
数を維持し、小型家電類は回収
ボックスでの拠点回収により、
安定的に収集・回収業務を実施
し、再資源化を行った。
紙類リサイクル実績：古紙類再
資源化量2,827t、古布類再資
源化量542t、金属類再資源化
量113t、小型家電類再資源化
量28t、金属類売払いの歳入
2,343千円、小型家電類売払い
の歳入184千円

ごみ対策課

剪定枝リサイ
クル事業

剪定枝の回収を行い、中間処理
施設でチップ化し、再資源化す
る。

439 364 75 120.6

地域別に週2日の回収日数を維
持し、安定的に回収業務を実施
すると共に、再資源化を行っ
た。
剪定枝再資源化実績：再資源化
量25t

ごみ対策課



分別啓発事業

分別パンフレットを公共施設に
設置し、家庭ごみと資源物の出
し方及び分別方法を周知する。
問合せや要望などに応じ、適宜
必要とするところへ分別パンフ
レットを配布する。

416 384 32 108.3

家庭ごみと資源物の出し方パン
フレットを転入者や問合せに応
じ必要とする方へ配布を行っ
た。また、小学校での出前授業
の実施や、リチウムイオン電池
の分別推進に関する啓発チラシ
の全戸配布を行った。その他、
令和5年4月よりリユースチャ
レンジとして、まだ使える使用
済みのおもちゃ類、食器類の回
収を開始し、事業者を通じて海
外にてリユースを行った。
分別啓発実績：市民アンケート
で家庭ごみ減量に取り組んでい
ると答えた市民の割合80.1%、
出前授業実施回数2回、おも
ちゃ類回収量895kg、食器類
回収量5,535kg

ごみ対策課

生ごみ減量化
処理機器購入
費助成事業

生ごみの減量化処理機器を購入
した市民及び市内に住所を有す
る事業者に助成金を交付する。

390 751 ▲ 361 51.9

生ごみ減量化処理機器等の購入
者に対して助成金を交付し、ご
み減量化、再資源化を推進し
た。また、食品ロスの削減を目
的としてフードドライブを実施
した。
生ごみ減量化実績：助成金交付
件数34件、助成台数37台、
フードドライブ回収点数1,231
点、フードドライブ回収量
217kg

ごみ対策課

資源集団回収
事業

市へ登録された集団回収団体に
対し、資源回収業者への古紙
類、アルミ、古布の引き渡し量
に応じて報奨金を交付する。

14,039 15,144 ▲ 1,105 92.7

市へ登録された集団回収団体に
対し、資源回収業者への古紙
類、アルミ、古布の引き渡し量
に応じて報奨金を交付し、ごみ
減量化、再資源化を推進した。
資源集団回収実績：登録団体数
125団体、回収量1,550t

ごみ対策課

不法投棄物収
集事業

不法投棄パトロールを実施し、
発見後は周知期間をおいて収集
する。

35 8 27 437.5

ごみ対策課が管理する土地等に
不法投棄があった場合に、警告
文を掲示してもなお撤去されな
い廃棄物の収集を行った。ま
た、不法投棄の防止を目的とし
て、現地への貼紙掲示等によ
り、不法投棄が違法行為である
ことの啓発を行った。

ごみ対策課



家庭ごみ有料
化事業

「燃やせるごみ」「燃やせない
ごみ」「容器包装プラスチッ
ク」の3品目について、排出者
となる市民から従量制による手
数料を徴収する。

93,649 105,671 ▲ 12,022 88.6

「ごみの減量化」「公平な負
担」「ごみに対する意識の向
上」を目的に排出者から従量制
による手数料を徴収し、ごみの
発生抑制、再資源化の促進を
図った。毎年度、制度の実施状
況や効果について検証・点検を
実施し、ホームページに掲載し
ている。また、容器包装プラス
チック用指定収集袋の全戸配布
を行った。
家庭ごみ有料化実績：指定収集
袋納品数32,147箱

ごみ対策課

し尿収集事業
し尿汲み取り式のトイレの所有
者及び占有者からの申請に基づ
き、汲み取りを行う。

3,071 3,134 ▲ 63 98.0

申請に基づき、し尿の汲み取り
を実施し、生活環境及び公衆衛
生を保持した。
し尿処理及び浄化槽清掃実績：
し尿収集量108kℓ、浄化槽汚
泥収集量53kℓ

ごみ対策課


